
(57)【要約】

【課題】構造が簡単で弁の開閉状態を容易に視認可能な

弁の開度表示装置を提供する。また、既存の弁にも簡単

に取付け使用可能な弁開度表示装置の提供を目的とする

。

【解決手段】弁の開閉操作に伴い軸方向に移動する弁棒

２１の先端２３近傍、又は該弁棒２１の先端部２３に取

付けられた棒状体１２に固着された表示体１１と、該弁

棒２１及び該表示体１１、又は該弁棒２１及び該棒状体

１２及び該表示体１１を覆うように弁本体２に取付けら

れた該表示体１１を視認可能な透明なカバー１３と、を

備える弁開度表示装置１であって、該表示体１１は、円

柱形状を有し、該円柱の半径方向が該弁棒２１の軸線又

は該棒状体１２の軸線に直交するように固着され、該カ

バー１３は、少なくとも弁が全閉及び全開となったとき

、該表示体１１が位置する位置に全閉及び全開を示す表

示部３６、３７を有する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍 、 又 は 該 弁 棒 の 先 端 部 に 取 付 け ら
れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 該 弁 棒 及 び 該 表 示 体 、 又 は 該 弁 棒 及 び 該 棒 状 体 及 び 該
表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 該 表 示 体 を 視 認 可 能 な 透 明 な カ バ ー と 、 を 備 え
る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 該 表 示 体 は 、 円 柱 形 状 を 有 し 、 該 円 柱 の 半 径 方 向 が 該 弁 棒 の 軸 線 又 は 該 棒 状 体 の 軸 線 に
直 交 す る よ う に 固 着 さ れ 、
　 該 カ バ ー は 、 少 な く と も 弁 が 全 閉 及 び 全 開 と な っ た と き 、 該 表 示 体 が 位 置 す る 位 置 に 全
閉 及 び 全 開 を 示 す 表 示 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 弁 開 度 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍 、 又 は 該 弁 棒 の 先 端 部 に 取 付 け ら
れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 該 弁 棒 及 び 該 表 示 体 、 又 は 該 弁 棒 及 び 該 棒 状 体 及 び 該
表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 該 表 示 体 を 視 認 可 能 な 透 明 な カ バ ー と 、 を 備 え
る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 該 表 示 体 は 、 円 柱 又 は 円 盤 の 形 状 を 有 し 、 該 円 柱 又 は 該 円 盤 の 半 径 方 向 が 該 弁 棒 の 軸 線
又 は 該 棒 状 体 の 軸 線 に 直 交 す る よ う に 固 着 さ れ 、 該 円 柱 又 は 該 円 盤 の 上 面 部 及 び ／ 又 は 底
面 部 が 、 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 彩 色 さ れ 、
　 該 カ バ ー は 、 少 な く と も 弁 が 全 閉 及 び 全 開 と な っ た と き 、 該 表 示 体 が 位 置 す る 位 置 に 全
閉 及 び 全 開 を 示 す 表 示 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 弁 開 度 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 表 示 体 は 、 側 面 部 が 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 彩 色 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 弁 開 度 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 前 記 表 示 体 は 、 前 記 表 示 体 の 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 が 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 で
交 互 に 彩 色 さ れ 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 の ２ 色 の 色 彩 と 側 面 部 の ２ 色 の 色 彩 と は 同 色 で
あ っ て 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 の 彩 色 の 順 番 と 側 面 部 の 彩 色 の 順 番 と は 逆 で あ り 、 前 記
表 示 体 を 斜 め 上 又 は 斜 め 下 か ら 見 た と き 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 の 色 彩 と 側 面 部 の 色 彩
と が 重 な っ て 見 え な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 弁 開 度 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 円 周 方 向 に 交 互 に 施 さ れ た 前 記 ２ 色 の 色 彩 は 、 前 記 円 柱 又 は 前 記 円 盤 の 円 の 中 心 点 を 通
る 直 線 で 、 前 記 円 柱 又 は 前 記 円 盤 を ４ ～ ８ 等 分 し た 各 領 域 に 交 互 に 異 な る 色 彩 を 施 す こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 弁 開 度 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ２ 色 の 色 彩 は 、 赤 色 と 白 色 又 は 黒 色 と 黄 色 の 組 み 合 わ せ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か １ に 記 載 の 弁 開 度 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍 、 又 は 該 弁 棒 の 先 端 部 に 取 付 け ら
れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 該 弁 棒 及 び 該 表 示 体 、 又 は 該 弁 棒 及 び 該 棒 状 体 及 び 該
表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 該 表 示 体 を 視 認 可 能 な 透 明 な カ バ ー と 、 を 備 え
る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 該 表 示 体 は 、 円 柱 の 形 状 を 有 し 、 該 表 示 体 の 側 面 部 に は 赤 色 又 は 黒 色 の 彩 色 が 施 さ れ 、
　 該 カ バ ー に は 、 弁 が 全 閉 及 び 全 開 と な っ た と き 該 表 示 体 の 側 面 部 が 位 置 す る 位 置 と 同 じ
位 置 に 、 該 表 示 体 の 側 面 部 が 赤 の と き は 白 色 、 該 表 示 体 の 側 面 部 が 黒 色 の と き は 黄 色 の 円
周 方 向 に 一 定 の 間 隔 を 持 っ た 彩 色 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 弁 開 度 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 を 備 え る 弁 の 開 度 を 表 示 す る 弁 開
度 表 示 装 置 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 弁 は 、 水 道 管 、 ガ ス 管 を 始 め 、 工 場 、 排 水 処 理 場 な ど 配 管 途 中 に 配 設 さ れ 使 用 さ れ て お
り 、 形 状 、 機 能 等 が 異 な る 多 く の 種 類 の も の が 開 発 、 販 売 さ れ て い る こ と は 周 知 の と こ ろ
で あ る 。 弁 に は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 、 弁 棒 が 軸 線 方 向 に 移 動 す る 外 ね じ 式 の も の と 、 弁
棒 が 軸 線 方 向 に 移 動 し な い 内 ね じ 式 の も の と が あ る 。 さ ら に 外 ね じ 式 の 弁 に は 、 ハ ン ド ル
と 一 体 と な っ て 軸 線 方 向 に 移 動 す る 型 式 の 弁 と 、 ハ ン ド ル は 軸 線 方 向 に 移 動 す る こ と な く
弁 棒 の み 軸 線 方 向 に 移 動 す る 型 式 の 弁 が あ る 。 ま た 自 動 弁 に あ っ て も 、 弁 棒 の み が 軸 線 方
向 に 移 動 す る 型 式 の も の も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の う ち 、 弁 棒 の み が 軸 線 方 向 に 移 動 す る 外 ね じ 式 の 弁 の 中 に は 、 弁 棒 に カ バ ー が
取 付 け ら れ た も の も あ る 。 こ の タ イ プ の 弁 の う ち 、 カ バ ー に 弁 の 開 度 を 表 示 す る 目 盛 が 設
け ら れ 、 か つ カ バ ー が 透 明 材 で 形 成 さ れ て い る 弁 に あ っ て は 、 弁 棒 又 は 弁 棒 の 上 端 に 指 針
を 取 付 け 、 こ れ を 視 認 す る こ と で 弁 の 開 度 を 知 る こ と が で き る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 非 特
許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 、 発 電 所 、 工 場 な ど で は 、 従 来 手 動 で 操 作 し て い た 弁 も 業 務 の 省 力 化 等
に よ り 遠 隔 自 動 化 が 進 め ら れ て お り 、 中 央 制 御 室 な ど 遠 隔 地 か ら 弁 の 開 閉 を 行 う こ と が 可
能 と な っ て い る 。 こ れ ら 遠 隔 操 作 が 可 能 な 弁 は 、 そ の 開 閉 状 態 を 確 認 す る 手 段 と し て 、 一
般 的 に は リ ミ ッ ト ス イ ッ チ が 取 付 け ら れ 、 こ れ に よ り 例 え ば 全 開 、 中 間 開 度 、 全 閉 の 状 態
を 知 る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 し か し な が ら 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ は 電 気 機 器 で あ
り 、 誤 動 作 を す る こ と も あ る の で 、 弁 の 開 閉 状 態 を 誤 認 し た と き に 設 備 に 大 き な 影 響 を 与
え る よ う な 重 要 な 弁 に つ い て は 、 弁 の 開 閉 状 態 を リ ミ ッ ト ス イ ッ チ の 表 示 に 頼 ら ず 、 弁 棒
の 位 置 又 は 弁 棒 に 連 動 し て 動 く 開 度 表 示 装 置 を テ レ ビ カ メ ラ 等 で 撮 影 し 、 モ ニ タ を 通 じ て
確 認 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ９ ５ ８ ０ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 http://www.asahiav.com/Manual_Valves/?Keyword=03
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 １ の 技 術 は 、 至 近 距 離 か ら の 視 認 を 前 提 と し て お り 、 離 れ た 場
所 又 は テ レ ビ カ メ ラ を 介 し て 視 認 す る 場 合 は 、 弁 の 開 閉 状 態 を 確 認 し に く い 。 ま た 、 上 記
の 遠 隔 操 作 弁 の 開 度 表 示 装 置 も 基 本 的 な 構 成 は 、 非 特 許 文 献 １ の 技 術 に 類 似 し て お り 、 テ
レ ビ カ メ ラ を 介 し た 弁 開 度 の 確 認 が 容 易 と は 言 え な い 。 一 般 に カ バ ー は 円 形 の 形 状 を 有 し
、 ア ク リ ル な ど 透 明 な 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る こ と が 多 い た め 、 光 の 加 減 に よ っ て は 弁 の 開
閉 状 態 を 容 易 に 確 認 で き な い 場 合 も あ る 。 特 に 弁 の 開 閉 状 態 を テ レ ビ カ メ ラ を 通 じ て 確 認
す る ケ ー ス で は 、 テ レ ビ カ メ ラ の 位 置 が 固 定 さ れ て い る の で 、 弁 の 開 閉 状 態 の 確 認 が よ り
困 難 と な る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 離 れ た 場 所 又 は テ レ ビ カ メ ラ を 介 し て の 視 認 で あ っ て も
、 弁 の 開 閉 状 態 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 弁 の 開 度 表 示 装 置 の 開 発 が 待 た れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 構 造 が 簡 単 で 弁 の 開 閉 状 態 を 容 易 に 視 認 可 能 な 弁 開 度 表 示 装 置 を 提 供
す る こ と で あ る 。 ま た 、 既 存 の 弁 に も 簡 単 に 取 付 け 使 用 可 能 な 弁 開 度 表 示 装 置 の 提 供 を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍 、 又 は 該 弁 棒 の 先 端 部
に 取 付 け ら れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 該 弁 棒 及 び 該 表 示 体 、 又 は 該 弁 棒 及 び 該 棒
状 体 及 び 該 表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 該 表 示 体 を 視 認 可 能 な 透 明 な カ バ ー
と 、 を 備 え る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 該 表 示 体 は 、 円 柱 形 状 を 有 し 、 該 円 柱 の 半 径 方 向 が 該 弁 棒 の 軸 線 又 は 該 棒 状 体 の 軸 線 に
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直 交 す る よ う に 固 着 さ れ 、
　 該 カ バ ー は 、 少 な く と も 弁 が 全 閉 及 び 全 開 と な っ た と き 、 該 表 示 体 が 位 置 す る 位 置 に 全
閉 及 び 全 開 を 示 す 表 示 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍 、 又 は 該 弁 棒 の
先 端 部 に 取 付 け ら れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 該 弁 棒 及 び 該 表 示 体 、 又 は 該 弁 棒 及
び 該 棒 状 体 及 び 該 表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 該 表 示 体 を 視 認 可 能 な 透 明 な
カ バ ー と 、 を 備 え る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 該 表 示 体 は 、 円 柱 又 は 円 盤 の 形 状 を 有 し 、 該 円 柱 又 は 該 円 盤 の 半 径 方 向 が 該 弁 棒 の 軸 線
又 は 該 棒 状 体 の 軸 線 に 直 交 す る よ う に 固 着 さ れ 、 該 円 柱 又 は 該 円 盤 の 上 面 部 及 び ／ 又 は 底
面 部 が 、 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 彩 色 さ れ 、
　 該 カ バ ー は 、 少 な く と も 弁 が 全 閉 及 び 全 開 と な っ た と き 、 該 表 示 体 が 位 置 す る 位 置 に 全
閉 及 び 全 開 を 示 す 表 示 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 で 、 前 記 表 示 体 は 、 側 面 部 が 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 彩 色 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 弁 開 度 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 で 、 さ ら に 前 記 表 示 体 は 、 前 記 表 示 体 の 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 が 円 周 方
向 に ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 彩 色 さ れ 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 の ２ 色 の 色 彩 と 側 面 部 の ２ 色
の 色 彩 と は 同 色 で あ っ て 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 の 彩 色 の 順 番 と 側 面 部 の 彩 色 の 順 番 と
は 逆 で あ り 、 前 記 表 示 体 を 斜 め 上 又 は 斜 め 下 か ら 見 た と き 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 の 色
彩 と 側 面 部 の 色 彩 と が 重 な っ て 見 え な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 弁 開 度 表 示 装
置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 で 、 円 周 方 向 に 交 互 に 施 さ れ た 前 記 ２ 色 の 色 彩 は 、 前 記 円 柱 又 は 前 記 円 盤 の
円 の 中 心 点 を 通 る 直 線 で 、 前 記 円 柱 又 は 前 記 円 盤 を ４ ～ ８ 等 分 し た 各 領 域 に 交 互 に 異 な る
色 彩 を 施 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 弁 開 度 表 示 装 置 で あ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 で 、 前 記 ２ 色 の 色 彩 は 、 赤 色 と 白 色 又 は 黒 色 と 黄 色 の 組 み 合 わ せ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か １ に 記 載 の 弁 開 度 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍 、 又 は 該 弁 棒 の 先
端 部 に 取 付 け ら れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 該 弁 棒 及 び 該 表 示 体 、 又 は 該 弁 棒 及 び
該 棒 状 体 及 び 該 表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 該 表 示 体 を 視 認 可 能 な 透 明 な カ
バ ー と 、 を 備 え る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 該 表 示 体 は 、 円 柱 の 形 状 を 有 し 、 該 表 示 体 の 側 面 部 に は 赤 色 又 は 黒 色 の 彩 色 が 施 さ れ 、
　 該 カ バ ー に は 、 弁 が 全 閉 及 び 全 開 と な っ た と き 該 表 示 体 の 側 面 部 が 位 置 す る 位 置 と 同 じ
位 置 に 、 該 表 示 体 の 側 面 部 が 赤 の と き は 白 色 、 該 表 示 体 の 側 面 部 が 黒 色 の と き は 黄 色 の 円
周 方 向 に 一 定 の 間 隔 を 持 っ た 彩 色 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 弁 開 度 表 示 装 置 で あ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍 、 又
は 弁 棒 の 先 端 部 に 取 付 け ら れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 弁 棒 及 び 表 示 体 、 又 は 弁 棒
及 び 棒 状 体 及 び 表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 表 示 体 を 視 認 可 能 な 透 明 な カ バ
ー と 、 を 備 え 、 表 示 体 は 、 円 柱 形 状 を 有 し 、 円 柱 の 半 径 方 向 が 弁 棒 の 軸 線 又 は 棒 状 体 の 軸
線 に 直 交 す る よ う に 固 着 さ れ 、 カ バ ー は 、 少 な く と も 弁 が 全 閉 及 び 全 開 と な っ た と き 、 表
示 体 が 位 置 す る 位 置 に 全 閉 及 び 全 開 を 示 す 表 示 を 有 す る の で 、 弁 の 開 閉 を 容 易 に 確 認 す る
こ と が で き る 。 特 に 表 示 体 が 円 柱 形 状 で あ る の で 、 表 示 体 は 、 曲 面 状 の 側 面 部 と 平 面 状 の
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上 面 部 及 び 底 面 部 と を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 光 の 加 減 で 表 示 体 の 側 面 部 が 見 え に く い と き
は 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 で 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 が 見 え に く い と き は 側 面 部 で 表 示
体 の 位 置 を 視 認 す る こ と が 可 能 と な り 、 弁 の 開 閉 状 態 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 弁 の 型 式 に よ っ て は 、 弁 棒 の 先 端 部 が 、 弁 箱 の 中 に 入 り 込 む 弁 も あ る 。 そ の よ う
な 弁 に あ っ て は 弁 棒 に 直 接 、 表 示 体 を 取 付 け る と 表 示 体 が 外 れ る な ど の 不 具 合 が 生 じ る が
、 本 発 明 の 弁 開 閉 表 示 装 置 で は 、 表 示 体 は 、 弁 棒 の 先 端 部 に 取 付 け ら れ た 棒 状 体 に 固 着 す
る こ と も 可 能 で あ る の で 、 こ れ に よ り 不 具 合 を 解 消 す る こ と が で き る 。 こ の こ と か ら 、 多
種 の 弁 に 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 は 、 構 造 が 簡 単 で あ り 、
既 存 の 弁 に も 容 易 に 取 付 け 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍
、 又 は 弁 棒 の 先 端 部 に 取 付 け ら れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 弁 棒 及 び 表 示 体 、 又 は
弁 棒 及 び 棒 状 体 及 び 表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 表 示 体 を 視 認 可 能 な 透 明 な
カ バ ー と 、 を 備 え 、 表 示 体 は 、 円 柱 又 は 円 盤 の 形 状 を 有 し 、 円 柱 又 は 円 盤 の 半 径 方 向 が 弁
棒 の 軸 線 又 は 棒 状 体 の 軸 線 に 直 交 す る よ う に 固 着 さ れ 、 円 柱 又 は 円 盤 の 上 面 部 及 び ／ 又 は
底 面 部 が 、 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 彩 色 さ れ 、 カ バ ー は 、 少 な く と も 弁 が 全 閉 及 び
全 開 と な っ た と き 、 表 示 体 が 位 置 す る 位 置 に 全 閉 及 び 全 開 を 示 す 表 示 部 を 有 す る の で 、 弁
の 開 閉 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。 特 に 表 示 体 の 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 が 円 周 方 向
に ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 彩 色 さ れ て い る の で 、 周 囲 の 物 と 区 別 が つ け や す く 、 弁 の 開 閉 状 態
を 、 テ レ ビ カ メ ラ を 通 し て 視 認 す る 場 合 で あ っ て も 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。 ま た 表
示 体 の 底 面 部 に 、 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 を 交 互 に 施 す こ と で 、 斜 め 上 に 位 置 す る 弁 で あ っ
て も 弁 の 開 閉 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 体 は 、 円 柱 形 状 で あ り 、 側 面 部 が 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 で 交
互 に 彩 色 さ れ て い る の で 、 さ ら に 表 示 体 の 位 置 を 確 認 し や す く な る 。 特 に 光 の 加 減 で 上 面
部 及 び ／ 又 は 底 面 部 を 視 認 し に く い 場 合 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 の 表 示 体 は 、 円 柱 形 状 で あ り 、 表 示 体 の 上 面 部 及 び ／ 又 は
底 面 部 、 及 び 側 面 部 が 円 周 方 向 に ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 彩 色 さ れ 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部
の ２ 色 の 色 彩 と 側 面 部 の ２ 色 の 色 彩 と は 同 色 で あ っ て 、 上 面 部 及 び ／ 又 は 底 面 部 の 彩 色 の
順 番 と 側 面 部 の 彩 色 の 順 番 は 逆 で あ り 、 円 柱 を 斜 め 上 又 は 斜 め 下 か ら 見 た と き 、 上 面 部 又
は 底 面 部 の 色 彩 と 側 面 部 の 色 彩 と が 重 な っ て 見 え な い の で 、 周 囲 の 物 と 区 別 が つ け や す く
、 弁 の 開 閉 状 態 を 、 テ レ ビ カ メ ラ を 通 し て 視 認 す る 場 合 で あ っ て も 容 易 に 確 認 す る こ と が
で き る 。 特 に 、 光 が カ バ ー に 反 射 し 全 体 的 に 表 示 体 を 見 に く い よ う な 場 合 で あ っ て も 、 上
面 部 、 底 面 部 又 は 側 面 部 の い ず れ か １ 面 、 あ る い は 上 面 部 と 側 面 部 、 又 は 底 面 部 と 側 面 部
と の 境 界 を 視 認 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 弁 の 開 閉 を 確 実 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 の 表 示 体 は 、 円 周 方 向 に 交 互 に 施 さ れ た ２ 色 の 色 彩 が 、 円
柱 又 は 円 盤 の 円 の 中 心 点 を 通 る 直 線 で 円 柱 又 は 円 盤 を ４ ～ ８ 等 分 し た 各 領 域 に 交 互 に 施 さ
れ て い る の で 、 円 周 方 向 の ど の 角 度 か ら で も 弁 の 開 閉 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 の 表 示 体 に 施 す ２ 色 の 色 彩 は 、 赤 色 と 白 色 又 は 黒 色 と 黄 色
の 組 合 せ で あ る の で 、 遠 く 離 れ た 位 置 か ら で も 弁 の 開 閉 状 態 を 確 認 す る こ と が で き る 。 特
に こ の よ う に 色 を 組 合 せ る こ と で 、 白 黒 の テ レ ビ カ メ ラ 又 は モ ニ タ を 通 じ て 弁 の 開 閉 状 態
を 確 認 す る 場 合 で あ っ て も 、 周 囲 の 物 と 表 示 体 と を 明 確 に 区 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 軸 方 向 に 移 動 す る 弁 棒 の 先 端 近 傍
、 又 は 弁 棒 の 先 端 部 に 取 付 け ら れ た 棒 状 体 に 固 着 さ れ た 表 示 体 と 、 表 示 体 を 視 認 可 能 な 弁
棒 及 び 表 示 体 、 又 は 弁 棒 及 び 棒 状 体 及 び 表 示 体 を 覆 う よ う に 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た 透 明 な
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カ バ ー と 、 を 備 え 、 表 示 体 は 、 円 柱 の 形 状 を 有 し 、 円 柱 の 側 面 部 に は 赤 色 又 は 黒 色 の 彩 色
が 施 さ れ 、 カ バ ー は 、 弁 が 全 閉 及 び 全 開 と な っ た と き 表 示 体 の 側 面 部 が 位 置 す る 位 置 と 同
じ 位 置 に 、 表 示 体 の 側 面 部 が 赤 の と き は 白 色 、 表 示 体 の 側 面 部 が 黒 色 の と き は 黄 色 の 円 周
方 向 に 一 定 の 間 隔 を 持 っ た 彩 色 が 施 さ れ て い る の で 、 弁 が 全 閉 又 は 全 開 に な っ た と き は 、
カ バ ー の 色 彩 と 表 示 体 の 色 彩 と が 重 な り 、 離 れ た 位 置 か ら 表 示 体 を 視 認 す る と 側 面 部 が ２
色 の 色 で 区 分 け さ れ て い る よ う に 見 え る 。 こ れ に よ り 離 れ た 位 置 、 又 は テ レ ビ カ メ ラ を 通
し て 表 示 体 を 視 認 す る 場 合 で あ っ て も 、 周 囲 の 物 と の 区 別 が 容 易 と な り 弁 の 開 閉 状 態 を 容
易 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 と し て の 弁 開 度 表 示 装 置 １ を 自 動 弁 ２ に 取 付 け た 状 態 を
示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 と し て の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の 表 示 体 １
１ の 取 付 け 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 と し て の 弁 開
度 表 示 装 置 １ の カ バ ー １ ３ の 斜 視 図 で あ っ て 、 自 動 弁 ２ か ら 取 外 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 弁 開 度 表 示 装 置 １ は 、 弁 の 開 度 を 表 示 す る 表 示 体 １ １ 、 表 示 体 １ １ を 支 持 す る 支 持 棒 １
２ 、 及 び 表 示 体 １ １ 、 支 持 棒 １ ２ 、 自 動 弁 ２ の 弁 棒 ２ １ を 覆 う よ う に 自 動 弁 ２ に 取 付 け ら
れ た カ バ ー １ ３ を 主 に 構 成 さ れ て い る 。 自 動 弁 ２ は 、 従 来 か ら あ る 外 ね じ 式 の 自 動 弁 と 同
様 の 構 成 を 有 し 、 外 部 か ら の 信 号 に よ り 図 示 を 省 略 し た 電 動 モ ー タ が 弁 棒 ２ １ を 駆 動 す る
こ と で 弁 が 開 閉 す る 。 な お 、 こ こ で 示 す 自 動 弁 ２ は 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 、 弁 棒 ２ １ が 弁
蓋 （ 弁 本 体 ） ２ ２ の 内 部 に 入 り 込 む タ イ プ の 自 動 弁 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 表 示 体 １ １ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で 円 柱 の 形 状 を 有 し 、 表 面 全 体 に 視 認 が 容 易 な よ う に 赤
色 な ど 目 立 つ 色 が 施 さ れ て い る 。 支 持 棒 １ ２ に は 、 長 手 方 向 に ね じ １ ４ が 設 け ら れ て お り
、 一 端 に 表 示 体 １ １ を 有 し 、 他 端 は 弁 棒 ２ １ の 先 端 ２ ３ に 固 着 さ れ て い る 。 表 示 体 １ １ に
は 円 中 心 部 を 貫 通 す る よ う に 貫 通 孔 （ 図 示 を 省 略 ） が 穿 設 さ れ て お り 、 表 示 体 １ １ を 支 持
棒 １ ２ に 固 着 す る と き は 、 支 持 棒 １ ２ に 表 示 体 １ １ の 位 置 を 決 め る た め の ナ ッ ト １ ６ を 取
付 け 、 上 部 か ら 表 示 体 １ １ を 支 持 棒 １ ２ に 挿 入 し 、 固 定 用 の ナ ッ ト １ ７ で 表 示 体 １ １ を 固
定 す る 。 支 持 棒 １ ２ の 弁 棒 ２ １ へ の 固 着 は 、 弁 棒 ２ １ の 先 端 ２ ３ に 雌 ね じ を 設 け 、 支 持 棒
１ ２ の ネ ジ １ ４ を こ れ に 螺 合 す る こ と で 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 カ バ ー １ ３ は 、 パ イ プ 形 状 の カ バ ー 本 体 ３ １ を 有 し 、 カ バ ー 本 体 ３ １ の 上 端 に は 蓋 ３ ２
が 施 さ れ 、 カ バ ー 本 体 下 部 に は 内 部 が 開 口 し た 鍔 ３ ３ が 固 着 さ れ て い る 。 さ ら に 鍔 ３ ３ に
は 、 開 口 部 に 合 致 す る 大 き さ の ガ イ ド パ イ プ ３ ４ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の ガ イ ド パ イ プ
３ ４ を 弁 蓋 ２ ２ と 弁 棒 ２ １ と の 隙 間 に 嵌 め 入 れ る こ と で 、 カ バ ー 本 体 ３ １ を 自 動 弁 ２ に 固
定 す る こ と が で き る 。 カ バ ー 本 体 ３ １ は 、 透 明 な 材 質 で 形 成 さ れ 、 外 部 か ら で も カ バ ー 本
体 ３ １ を 通 し て 内 部 の 表 示 体 １ １ を 視 認 す る こ と が で き る 。 カ バ ー 本 体 ３ １ と し て は 、 ア
ク リ ル 材 、 透 明 塩 ビ 材 か ら な る パ イ プ が 例 示 さ れ る 。 さ ら に カ バ ー 本 体 ３ １ の 上 部 と 下 部
に は 、 弁 の 全 開 及 び 全 閉 位 置 を 示 す 開 表 示 部 ３ ６ 、 閉 表 示 部 ３ ７ が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の 基 本 的 構 成 は 、 従 来 の 外 ね じ 式 の 弁 に 装 着 さ れ た 弁 開 度 表
示 装 置 の 構 成 と 類 似 す る も の の 、 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 １ は 、 表 示 体 １ １ が 円 柱 で あ る
点 に 特 徴 を 有 す る 。 従 来 の 弁 開 度 表 示 装 置 に 使 用 さ れ て い る 表 示 体 は 、 円 盤 形 状 の も の が
一 般 的 で あ る 。 こ れ は 従 来 の 弁 開 度 表 示 装 置 は 、 比 較 的 近 い 場 所 か ら 弁 開 度 を 確 認 す る こ
と を 前 提 と し て い た こ と に よ る も の と 推 察 さ れ る 。 円 盤 形 状 の 表 示 体 で あ っ て は 、 円 の 大
き さ を 大 き く し て も 円 盤 に 平 行 な 目 線 か ら 表 示 体 を 視 認 す る と 、 表 示 体 の 厚 さ が 薄 い の で
、 離 れ た 場 所 、 又 は テ レ ビ カ メ ラ を 介 し て の 表 示 体 の 確 認 は 容 易 で は な い 。 ま た 、 表 示 体
を 斜 め 上 又 は 斜 め 下 か ら 視 認 す る 場 合 で あ っ て も 、 光 の 加 減 に よ っ て 、 カ バ ー に 光 が 反 射
す る と 表 示 体 の 確 認 が 困 難 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 本 発 明 の 表 示 体 １ １ は 、 円 柱 の 形 状 を 有 す る の で 、 表 示 体 １ １ を 表 示 体 に
平 行 な 位 置 か ら 視 認 す る 場 合 で あ っ て も 、 表 示 体 １ １ に 厚 み が あ る の で 、 離 れ た 場 所 又 は
テ レ ビ カ メ ラ を 介 し て の 確 認 で あ っ て も 表 示 体 １ １ の 位 置 の 確 認 が 容 易 と な る 。 ま た 、 本
発 明 の 表 示 体 １ １ は 、 円 柱 の 形 状 を 有 す る こ と か ら 、 平 面 状 の 上 面 部 １ ８ 及 び 底 面 部 １ ９
、 曲 面 状 の 側 面 部 ２ ０ を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 表 示 体 １ １ を 斜 め 上 又 は 斜 め 下 か ら 視 認 す
る 場 合 で あ っ て 、 光 の 加 減 に よ っ て 、 表 示 体 １ １ の 上 面 部 １ ８ 又 は 底 面 部 １ ９ を 視 認 し に
く い と き で も 、 表 示 体 １ １ の 上 面 部 １ ８ と 側 面 部 ２ ０ と で は 光 の 当 た り 方 が 異 な る の で 、
表 示 体 １ １ の 側 面 部 ２ ０ 、 又 は 側 面 部 ２ ０ と 上 面 部 １ ８ 、 又 は 側 面 部 ２ ０ と 底 面 部 １ ９ と
の 境 界 を 確 認 す る こ と が で き る 。 特 に テ レ ビ カ メ ラ を 通 じ て 視 認 す る と き の よ う に 、 視 線
が 固 定 さ れ て い る 場 合 は 、 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 本 実 施 形 態 で は 、 表 示 体 １ １ と 弁 棒 ２ １ と の 固 定 を 、 棒 状 の 支 持 棒 １ ２ を 介 し て 行
っ て い る 例 を 示 し て い る け れ ど も 、 こ れ は 前 述 の よ う に 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 、 特 に 弁 が 閉
ま る と き 弁 棒 ２ １ の 先 端 ２ ３ が 弁 蓋 （ 弁 本 体 ） ２ ２ の 内 部 に 入 り 込 む の で 、 弁 棒 ２ １ の 先
端 ２ ３ に 直 接 、 表 示 体 １ １ を 取 付 け る こ と が で き な い こ と に よ る 。 よ っ て 、 後 述 の よ う に
弁 棒 ２ １ の 先 端 ２ ３ が 、 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 弁 蓋 （ 弁 本 体 ） ２ ２ の 中 に 入 り 込 ま な い タ イ
プ の 弁 に あ っ て は 、 弁 棒 ２ １ の 先 端 ２ ３ に 表 示 体 １ １ を 固 定 し て も よ い 。 ま た 、 表 示 体 １
１ の 材 質 も プ ラ ス チ ッ ク に 限 定 さ れ る こ と な く 、 金 属 製 で あ っ て も よ い 。 さ ら に 表 示 体 １
１ は 、 内 部 が 中 空 で あ っ て も 、 中 実 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 表 示 体 １ １ 、 カ バ ー １ ３ の 取
付 け 方 向 も 上 記 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ 、 図 ５ 、 及 び 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の 表 示 体 １ １ の 第
一 、 第 二 、 及 び 第 三 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ で 示 し た 表 示 体 １ １ は 、 円 柱 形
状 に 特 徴 が あ っ た け れ ど も 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す 表 示 体 は 、 色 彩 、 又 は 色 彩 及 び 形 状
に 特 徴 を 有 す る 。 図 １ か ら 図 ３ と 同 一 の 部 分 、 部 材 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ に 示 す 第 一 変 形 例 と し て の 表 示 体 ４ １ は 、 従 来 の 表 示 体 と 同 様 、 円 盤 形 状 の 表 示 体
で あ る が 、 従 来 の 表 示 体 と 異 な り 、 色 彩 に 特 徴 を 有 す る 。 上 面 部 １ ８ は 、 円 の 中 心 点 を 通
る ２ 本 の 直 線 ４ ２ 、 ４ ３ で ４ 等 分 さ れ 、 各 領 域 ４ ４ 、 ４ ５ 、 ４ ６ 、 ４ ７ に ２ 色 の 色 が 交 互
に 施 さ れ て い る 。 領 域 ４ ４ と 領 域 ４ ６ と が 同 色 で あ り 、 領 域 ４ ５ と 領 域 ４ ７ と が 同 色 で あ
る 。 円 盤 形 状 の 表 示 体 ４ １ は 、 表 示 体 を 水 平 方 向 か ら 視 認 す る 場 合 の み な ら ず 、 斜 め 上 、
斜 め 下 か ら 視 認 す る 場 合 で あ っ て も 、 光 の 加 減 で 表 示 体 を 視 認 し に く い こ と が あ る こ と は
前 述 の 通 り で あ る が 、 第 一 変 形 例 の 表 示 体 ４ １ で は 、 上 面 部 １ ８ を ２ 色 の 色 彩 で 交 互 に 配
色 す る の で 、 従 来 の 表 示 体 に 比 較 し て 表 示 体 ４ １ が 目 立 ち や す く 表 示 体 の 視 認 が 容 易 と な
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 表 示 体 ４ １ に 施 す ２ 色 の 色 彩 は 、 特 に 限 定 さ れ な い け れ ど も 、 周 囲 に な い 色 彩 で あ っ て
目 立 つ 色 の 組 み 合 わ せ が 好 ま し い 。 さ ら に テ レ ビ カ メ ラ 、 特 に 白 黒 の モ ニ タ を 介 し て 視 認
す る 場 合 で あ っ て も 、 容 易 に 色 が 異 な る こ と を 見 分 け ら れ る 色 彩 の 組 み 合 わ せ で あ る こ と
が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 赤 と 白 、 黄 と 黒 の 組 み 合 わ せ が 好 ま し い 。 ま た 、 色 を 施 す 領 域
の 数 も ４ つ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 適 宜 選 択 す る こ と が で き る け れ ど も 、 区 分 数 が 少
な す ぎ る と 、 後 述 の よ う に 表 示 体 の 側 面 部 に 色 彩 を 施 す 場 合 は 、 視 認 す る 位 置 に よ っ て は
一 色 の 色 し か 確 認 で き な い 場 合 も あ り 、 好 ま し い と は 言 え な い 。 一 方 で 、 区 分 の 数 を 多 く
し す ぎ る と 、 離 れ た 場 所 か ら 見 た と き 、 一 色 に し か 見 え な い こ と も あ り 好 ま し い と は 言 え
な い 。 こ れ ら の こ と か ら ４ ～ ８ 等 分 さ れ た 領 域 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ に 示 す 第 二 変 形 例 と し て の 表 示 体 ５ １ は 、 第 一 実 施 形 態 の 表 示 体 １ １ と 同 様 、 円 柱
の 形 状 を 有 す る も の の 、 側 面 部 ２ ０ に 交 互 に 施 さ れ た ２ 色 の 色 彩 を 有 す る 点 が 異 な る 。 側
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面 部 ２ ０ は ６ 等 分 さ れ 、 各 領 域 ５ ２ 、 ５ ４ に 赤 色 が 、 領 域 ５ ３ 、 ５ ５ に 白 色 が 施 さ れ て い
る 。 円 柱 形 状 の 表 示 体 ５ １ の 側 面 部 ２ ０ に 交 互 に 色 彩 を 施 す こ と で 、 表 示 体 ５ １ の 視 認 が
よ り 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ に 示 す 第 三 変 形 例 と し て の 表 示 体 ６ １ は 、 第 一 実 施 形 態 の 表 示 体 １ １ 、 図 ５ に 示 す
第 二 変 形 例 と し て の 表 示 体 ５ １ と 同 様 、 円 柱 の 形 状 を 有 す る 。 第 三 変 形 例 と し て の 表 示 体
６ １ は 、 上 面 部 １ ８ 及 び 側 面 部 ２ ０ に 各 々 交 互 に 異 な る 色 彩 が 施 さ れ て い る 点 に 特 徴 を 有
す る 。 表 示 体 ６ １ は 、 円 の 中 心 を 通 る ４ 直 線 の 直 線 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ 、 ６ ５ で ８ 等 分 さ れ
た 各 領 域 に 色 彩 が 施 さ れ て い る 。 上 面 部 １ ８ の 領 域 ６ ６ 、 ６ ８ 、 ７ ０ 、 ７ ２ に は 赤 色 が 、
領 域 ６ ７ 、 ６ ９ 、 ７ １ 、 ７ ３ に は 白 色 が 施 さ れ て い る 。 同 様 に 側 面 部 ２ ０ に も 、 領 域 ７ ４
、 ７ ６ に 赤 色 が 、 領 域 ７ ５ 、 ７ ７ に 白 色 が 施 さ れ て い る 。 上 面 部 １ ８ の 色 彩 の 順 番 と 側 面
部 ２ ０ の 色 彩 の 順 番 と は 逆 に 施 さ れ て お り 、 表 示 体 ６ １ を 斜 め 上 か ら 見 た と き 上 面 部 １ ８
の 色 彩 と 側 面 部 ２ ０ の 色 彩 と が 重 な ら な い よ う に 工 夫 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 表 示 体 ６
１ の 視 認 を さ ら に 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ か ら 図 ６ に 示 す 表 示 体 ４ １ 、 ５ １ 、 ６ １ の 中 心 部 に は 、 第 一 実 施 形 態 に 示 す 表 示 体
１ １ と 同 様 、 支 持 棒 １ ２ に 固 定 す る た め の 貫 通 孔 ４ ８ 、 ５ ８ 、 ７ ８ が 穿 設 さ れ て い る 。 第
一 変 形 例 及 び 第 三 変 形 例 に 示 す 表 示 体 ４ １ 、 ６ １ で は 、 上 面 部 １ ８ に ２ 色 の 色 彩 を 交 互 に
施 す 例 を 示 し た け れ ど も 、 底 面 部 １ ９ に ２ 色 の 色 彩 を 交 互 に 施 し て も よ く 、 さ ら に は 上 面
部 １ ８ と 底 面 部 １ ９ の 両 方 に 、 ２ 色 の 色 彩 を 交 互 に 施 し て も よ い こ と は 当 然 で あ る 。 底 面
部 １ ９ に ２ 色 の 色 彩 を 交 互 に 施 す こ と で 、 表 示 体 ４ １ 、 ６ １ を 斜 め 下 か ら 視 認 す る と き に
表 示 体 ４ １ 、 ６ １ の 確 認 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 と し て の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の カ バ ー の 変 形 例 を 示 す 側 面
図 で あ る 。 図 １ か ら 図 ６ と 同 一 の 部 分 、 部 材 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略
す る 。 図 ７ に 示 す カ バ ー ８ １ は 、 第 一 実 施 形 態 に 示 す カ バ ー １ ３ と 同 一 の 形 状 、 構 造 を 有
す る が 、 カ バ ー 本 体 ３ １ の 表 面 に 施 さ れ た 弁 の 全 開 位 置 、 全 閉 位 置 を 示 す 開 表 示 部 ８ ２ 、
閉 表 示 部 ８ ３ が 異 な る 。 第 一 実 施 形 態 に 示 す カ バ ー 本 体 ３ １ に は 、 全 開 の 位 置 を 表 示 す る
開 表 示 部 ３ ６ に 、 開 を 表 す Ｏ な る 文 字 と 円 周 方 向 の 一 部 に テ ー プ が 、 全 閉 の 位 置 を 表 示 す
る 閉 表 示 部 ３ ７ に 、 閉 を 表 す Ｓ な る 文 字 と 円 周 方 向 の 一 部 に テ ー プ が 施 さ れ て い る 。 こ れ
に 対 し て 、 変 形 例 と し て の カ バ ー ８ １ で は 、 全 開 の 位 置 を 表 示 す る 開 表 示 部 ８ ２ に 、 開 を
表 す Ｏ な る 文 字 と 円 周 方 向 全 体 に 一 定 の 間 隔 で 帯 状 の 色 彩 を 有 す る テ ー プ ８ ４ が 施 さ れ て
い る 。 同 様 に 、 全 閉 の 位 置 を 表 示 す る 閉 表 示 部 ８ ３ に は 、 閉 を 表 す Ｓ な る 文 字 と 円 周 方 向
全 体 に 一 定 の 間 隔 で 帯 状 の 色 彩 を 有 す る テ ー プ ８ ５ が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 カ バ ー ８ １ を こ の よ う に 構 成 し 、 表 示 体 に 第 一 実 施 形 態 に 示 し た よ う に 一 色 か ら な る 円
柱 状 の 表 示 体 １ １ を 使 用 す る こ と で 、 弁 が 開 閉 操 作 さ れ 、 表 示 体 １ １ が 全 開 又 は 全 閉 の 位
置 ８ ２ 、 ８ ３ に 来 た と き 、 カ バ ー 本 体 ３ １ に 施 さ れ た 一 定 間 隔 の 帯 状 の テ ー プ ８ ４ 、 ８ ５
と 表 示 体 １ １ と の 色 彩 が 重 な り 、 縞 状 に 見 え る 。 こ れ に よ り 、 表 示 体 １ １ を ２ 色 の 色 彩 で
交 互 に 塗 り 分 け た 効 果 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 カ バ ー ８ １ に 施 さ れ た 帯 状 の テ
ー プ ８ ４ 、 ８ ５ の 色 彩 と 表 示 体 １ １ と の 色 彩 の 組 合 せ を 、 赤 色 と 白 色 、 又 は 黄 色 と 黒 色 に
す れ ば よ り 好 ま し い 。 ま た 、 カ バ ー ８ １ に 施 さ れ た 帯 状 の テ ー プ ８ ４ 、 ８ ５ の 間 隔 を 、 円
周 方 向 を ４ か ら ８ 等 分 し た 区 分 の 一 区 分 の 大 き さ と す れ ば さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ８ は 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 と し て の 弁 開 閉 表 示 装 置 １ ０ １ を 外 ね じ 式 の 仕 切 弁 １ ０ ２
に 取 付 け た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 な お 、 こ こ に 示 す 外 ね じ 式 の 仕 切 弁 １ ０ ２ は 、 ハ ン
ド ル １ ０ ３ が 弁 棒 ２ １ と 一 緒 に 上 下 す る こ と の な い 型 式 の 従 来 か ら あ る 仕 切 弁 で あ る 。 な
お 、 図 １ か ら 図 ７ と 同 一 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 第 二 実 施
形 態 に 示 す 弁 開 度 表 示 装 置 １ ０ １ は 、 第 一 実 施 形 態 に 示 す 弁 開 度 表 示 装 置 １ と 同 様 、 表 示
体 １ １ 、 及 び カ バ ー １ ３ を 有 す る け れ ど も 、 表 示 体 １ １ が 弁 棒 ２ １ の 先 端 ２ ３ に 直 接 取 付

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-263145 A 2007.10.11



け ら れ て い る 点 が 、 第 一 実 施 形 態 に 示 す 弁 開 度 表 示 装 置 １ と 異 な る 。 こ こ で 示 す 外 ね じ 式
の 仕 切 弁 １ ０ ２ は 、 弁 が 全 閉 と な っ て も 、 弁 棒 ２ １ の 先 端 ２ ３ が ハ ン ド ル １ ０ ３ の 位 置 よ
り も 下 が ら な い の で 、 弁 棒 ２ １ に 直 接 、 表 示 体 １ １ を 取 付 け て も 表 示 体 １ １ が ハ ン ド ル １
０ ３ 又 は ヨ ー ク １ ０ ４ に 当 た る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 表 示 体 １ １ の 弁 棒 ２ １ へ の 取 付 け 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い の で 、 表 示 体 １ １ に 弁 棒 ２ １
を 嵌 め こ み 可 能 な 孔 を 設 け 、 表 示 体 １ １ の 下 部 側 面 部 に 固 定 用 の ね じ を 穿 設 し 、 表 示 体 １
１ を 弁 棒 ２ １ に 嵌 込 ん だ 後 、 固 定 用 の ね じ を 用 い て 表 示 体 １ １ を 弁 棒 ２ １ に 固 定 し て も よ
い 。 表 示 体 １ １ を 弁 棒 ２ １ に 取 付 け る 方 法 と し て 、 接 着 剤 、 又 は 溶 接 を 用 い て も よ い け れ
ど も 、 弁 の メ ン テ ナ ン ス を 考 慮 す れ ば 表 示 体 １ １ は 、 弁 棒 ２ １ に 着 脱 可 能 に 取 付 け る こ と
が 望 ま し い 。 ま た 、 第 二 実 施 形 態 に 示 す よ う に 弁 が 全 閉 に な っ て も 弁 棒 ２ １ の 先 端 ２ ３ が
、 ハ ン ド ル １ ０ ３ 又 は ヨ ー ク １ ０ ４ よ り も 上 に あ る 場 合 は 、 弁 棒 ２ １ に 直 接 、 表 示 体 １ １
を 取 付 け る こ と が 可 能 な こ と は 上 記 の 通 り で あ る が 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 、 支 持 棒 １ ２ を
利 用 可 能 な こ と は 言 う ま で も な い 。 こ れ に よ り 、 弁 の 開 閉 を テ レ ビ カ メ ラ を 介 し て 視 認 す
る よ う な 場 合 に 、 表 示 体 １ １ を 視 認 し や す い 場 所 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 １ 、 １ ０ １ は 、 構 造 が 簡 単 で あ る の で 安 価 に 製 造
可 能 で あ り 、 ま た 容 易 に 適 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 既 存 の 弁 に も 簡 単 に 装 着 し 使 用 す
る こ と が で き る 。 ま た 本 実 施 形 態 で は 、 外 ね じ 式 の 自 動 弁 ２ 及 び 外 ね じ 式 の 仕 切 弁 １ ０ ２
に 装 着 し た 例 を 示 し た け れ ど も 、 本 発 明 の 弁 開 度 表 示 装 置 １ 、 １ ０ １ は 、 こ れ ら 弁 に 限 定
さ れ る こ と な く 弁 の 開 閉 操 作 に 伴 い 、 弁 棒 ２ １ が 軸 線 方 向 に 移 動 す る 弁 に 使 用 可 能 な こ と
は 言 う ま で も な い 。 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 弁 の 開 度 表 示 位 置 を 全 開 と 全 閉 の ２ 箇
所 と す る 例 を 示 し た け れ ど も 、 中 間 開 度 を 表 す 表 示 部 が あ っ て も よ い こ と は 当 然 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 と し て の 弁 開 度 表 示 装 置 １ を 自 動 弁 ２ に 取 付 け た 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の 表 示 体 １ １ の 取 付 け 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の カ バ ー １ ３ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の 表 示 体 １ １ の 第 一 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の 表 示 体 １ １ の 第 二 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の 表 示 体 １ １ の 第 三 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ の 弁 開 度 表 示 装 置 １ の カ バ ー １ ３ の 変 形 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 と し て の 弁 開 度 表 示 装 置 １ ０ １ を 仕 切 弁 １ ０ ２ に 取 付 け た
状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 　 弁 開 度 表 示 装 置
　 ２ 　 　 自 動 弁
　 １ １ 　 表 示 体
　 １ ２ 　 支 持 棒
　 １ ３ 　 カ バ ー
　 １ ８ 　 表 示 体 の 上 面 部
　 １ ９ 　 表 示 体 の 底 面 部
　 ２ ０ 　 表 示 体 の 側 面 部
　 ２ １ 　 弁 棒
　 ２ ３ 　 弁 棒 の 先 端
　 ３ １ 　 カ バ ー 本 体
　 ３ ６ 　 開 表 示 部
　 ３ ７ 　 閉 表 示 部
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　 ４ １ 　 表 示 体
　 ４ ２ 、 ４ ３ 　 表 示 体 を 区 分 す る 直 線
　 ４ ４ 、 ４ ５ 、 ４ ６ 、 ４ ７ 　 区 分 け さ れ た 領 域
　 ５ １ 　 表 示 体
　 ５ ２ 、 ５ ３ 、 ５ ４ 、 ５ ５ 　 区 分 け さ れ た 領 域
　 ６ １ 　 表 示 体
　 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ 、 ６ ５ 　 表 示 体 を 区 分 す る 直 線
　 ６ ６ 、 ６ ７ 、 ６ ８ 、 ６ ９ 　 区 分 け さ れ た 領 域
　 ７ ０ 、 ７ １ 、 ７ ２ 、 ７ ３ 　 区 分 け さ れ た 領 域
　 ７ ４ 、 ７ ５ 、 ７ ６ 、 ７ ７ 　 区 分 け さ れ た 領 域
　 ８ １ 　 カ バ ー
　 ８ ２ 　 開 表 示 部
　 ８ ３ 　 閉 表 示 部
　 ８ ４ 、 ８ ５ 　 テ ー プ
　 １ ０ １ 　 弁 開 度 表 示 装 置
　 １ ０ ２ 　 仕 切 弁
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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